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阪神・淡路大震災から20年

迫る　　　に備える
平成7年 1月 17日の早朝に発生した阪神・淡路大震災。この地震では家
屋の倒壊や火災により、多くの犠牲者が出ました。
阪神・淡路大震災の教訓を生かし、いつか来る地震に備えて、日ごろから対
策をしましょう。

詳細　防災安全課☎058-383-1190

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
報
道
で
、
よ
く
耳
に
し
た
「
活

断
層
」
と
い
う
言
葉
。
活
断
層
は
、
地
震
を
引
き
起
こ
す

原
因
で
、
約
２
０
０
万
年
前
か
ら
繰
り
返
し
活
動
し
て
い

る
証
拠
が
あ
り
、
今
後
も
大
地
震
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
断
層
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　「
活
断
層
」
の
密
集
地
・
岐
阜
県

　
実
は
、
岐
阜
県
は
活
断
層
が

日
本
で
最
も
多
い
地
域
。
発
見

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
約

１
０
０
も
の
存
在
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
今
後
地
震
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
市
内
に
影
響

を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
活

断
層
の
被
害
想
定
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

　
下
表
の
う
ち
、
特
に
養
老
山

地
の
東
縁
に
位
置
す
る
「
養

老
ー
桑
名
ー
四
日
市
断
層
」
は
、

養
老
町
か
ら
三
重
県
桑
名
市
、

四
日
市
市
に
か
け
て
延
び
る
、

長
さ
約
60
㎞
の
活
断
層
で
す
。

　
平
成
25
年
に
県
が
ま
と
め
た

被
害
想
定
で
は
、
こ
の
断
層
に

よ
る
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

市
内
で
最
大
震
度
「
６
強
」
※

を
記
録
し
、
死
者
48
人
、
負
傷

者
９
１
８
人
、
建
物
の
全
壊
は

断層名 場所 予測最大震度 死者 建物被害予測
（全壊棟数）

阿寺断層 下呂市から中津
川市に及ぶ断層 5強 ー 70 棟

養老ー桑名ー
四日市断層

養老町から四日
市市に及ぶ断層 6強 48 人

（冬の午前 5時発生） 2043 棟

※岐阜県東海・東南海・南海地震被害想定調査（平成 25 年 2月）による

被
害
想
定
！

各
務
原
市
で
最
大
震
度
６
強

地震

浴室

・火災時の消火に利用することができるので、お
湯を残しておきましょう

家具の固定や収納の工夫

・ホームセンターなどで手に入る突っ張り棒やL字金
具などでタンスや食器棚などの家具を固定しましょう
・重いものを下に、軽いものを上に収納しましょう

その他
・停電後、電気が復旧したときに、破損したコンセン
トや断線した電気配線に電気が通ることなどで発生
する火災を防ぐため、感震ブレーカーなど通電火災防
止器具を設置しましょう
・飛散したガラスなど
から足を守るために普
段からスリッパなどを
用意しておきましょう

玄関などの出入り口
・「非常持ち出し袋」の
準備をしておきましょ
う（中には、懐中電灯、
携帯ラジオ、雨具、タ
オル、帰宅地図、携行
食、ミネラルウォー
ター、救急用品などを
入れておきましょう）

寝室

・停電した家の中を照らすために、懐中電灯を枕元
に置いておきましょう
・倒れそうなものを周りに置かないようにしましょう

台所

・備蓄食料として利用できる可能性があるので、食べ
物は多めにストックしておきましょう
・初期消火をするためには消火器などが有効です

２
０
４
３
棟
の
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
断
層
が
引
き
起
こ
す
地
震
は
「
内
陸
型
地
震
」
と
い

い
、
海
で
起
こ
る
「
海
溝
型
地
震
」
と
比
べ
規
模
が
小
さ

く
、
ま
た
被
害
範
囲
も
20
～
30
㎞
程
度
と
予
想
さ
れ
る
地

震
で
す
。こ
の
地
震
は
私
た
ち
の
足
元
で
発
生
す
る
た
め
、

よ
り
激
し
く
揺
れ
、住
宅
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
代
表
的
な
内
陸
型
地
震
の
１
つ
で
、

地
面
の
真
下
で
発
生
し
た
地
震
は
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
　

　
県
の
想
定
に
よ
る
と
、
養
老
ー
桑
名
ー
四
日
市
断
層
地

震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
で
、
自
宅
で
の
生
活
が
困
難

と
な
り
、避
難
所
へ
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
数
は
、

市
内
で
１
万
７
１
３
人
で
す
。
住
宅
の
被
害
が
な
く
、
自

宅
で
生
活
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
避
難
所
へ

避
難
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
被
害
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
自
宅
で
す
ぐ
に
で
き
る
地
震
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

※震度６強とは

気象庁が出す地震の揺れを示したもの。具体的

には、

△

はわないと動けない

△

固定していない

家具類は、ほぼ転倒

△

耐震性の低い木造住宅や

木造の建築物では、傾いたり、倒れたりする

■養老－桑名ー四日市断層地震による市内の震度予測

6強
6弱
5強

　
住
宅
被
害
を
最
小
限
に
し
、
自
宅
で
生
活

わが家の「地震対策」をチェック !!
地震による被害を少しでも少なくするために、こんな対策が有効です。



      所得税・復興特別所得税の

申告・納税は
3月16日まで
詳細 ｜ 市民税課☎ 058-383-1114、岐阜南税務署☎ 058-271-7111

　

平
成
26
年
分
の
所
得
税
と
復
興
特
別
所

得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消

費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
開
設

し
ま
す
。
会
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
確
定
申
告
書
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

【
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
】

期
間　

２
月
16
日
～
27
日
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
あ
す
か

ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

備
考　

▼
市
役
所
で
は
所
得
税
の
申
告
書

作
成
指
導
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
▼
で
き
る

だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
車
で
来
場
の
方
は
、
市
民
公
園
、
中
央

図
書
館
、
学
び
の
森
駐
車
場
な
ど
の
公
共

駐
車
場
（
３
時
間
ま
で
無
料
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
▼
路
上
駐
車
や
、
民
間
店
舗
な

ど
へ
の
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い

【
マ
ー
サ
21
会
場
】

期
間　

２
月
13
日
～
３
月
16
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、２
月
22
日（
日
）、

３
月
1
日（
日
）は
開
設
）午
前
９
時 

～ 

午

後
５
時
（
混
雑
状
況
に
よ
り
案
内
を
早
め

に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【「
記
載
漏
れ
」に
ご
注
意
を
！
】

　

平
成
25
年
分
～
49
年
分
ま
で
、
復
興
特

別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年
分
の
所
得

税
額
の
2.1
％
）を
所
得
税
と
伴
せ
て
申
告
・

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
時
、「
復
興
特
別

所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

備
考　

還
付
申
告
を
含
め
、
申
告
さ
れ
る

全
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税

額
」
欄
の
記
載
が
必
要
で
す

【
確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談
】

　

消
費
税
や
地
方
消
費
税
、
所
得
税
の
確

定
申
告
、
贈
与
税
の
申
告
な
ど
に
関
す
る

電
話
相
談
は
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

3
月
16
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

利
用
方
法　

左
記

番
号
に
電
話
し
て
、

自
動
音
声
案
内
に

従
い
「
0
」
を
選
択

詳
細　

岐
阜
南
税
務
署
☎

０
５
８
（
２
７
１
）
７
１

１
１

場
所　
「
マ
ー
サ
21
」
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル
（
岐
阜
市
正
木
中
１
の
２
の
１
、
地
図

参
照
）

【
共
通
事
項
】

持
参
品　

▼
平
成
26
年
中
の
収
入
金
額

（
所
得
金
額
）
や
必
要
経
費
の
分
か
る
書

類
（
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票
、
配
当
な
ど
の
支
払
通
知
書
な
ど
）
▼

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
で
な
い
も
の
）
▼
各

種
控
除
に
必
要
な
領
収
書
や
証
明
書
な
ど

▼
昨
年
の
申
告
書
な
ど
の
控
え
▼
還
付
の

【
相
続
税
の
基
礎
控
除
引
下
げ
】

　

平
成
27
年
1
月
か
ら
、
相
続
税
の
基
礎

控
除
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（w

w
w

.
nta.go.jp/souzoku-tokushu/index.
htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話

相
談
（
上
記
番
号
）
で
、
自
動
音
声
案

内
に
「
1
」
を
選
択
、
次
に
相
続
税
の

「
2
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
税
理
士
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
】

　

税
理
士
を
お
探
し
の
場
合
は
、
日
本
税

理
士
連
合
会「
税
理
士
情
報
検
索
サ
イ
ト
」

（https://w
w

w
.zeirishikensaku.jp

）
で

税
理
士
な
ど
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

【
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利
！
】

　

申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

便
利
で
す
。
ま
た
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」

（w
w

w
.e-tax.nta.

go.jp

）
で
申
告
・

申
請
が
で
き
ま
す
。

方
は
振
込
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

（
本
人
の
口
座
）
▼
筆
記
用
具

備
考　

▼
会
場
で
検
算
・
確
認
は
行
い
ま

せ
ん
▼
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
▼
会

場
の
混
雑
の
状
況
に
よ
り
受
付
を
早
め
に

終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
２
月
16
日

～
3
月
16
日
の
期
間
中
、
岐
阜
南
税
務
署

で
は
申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、
申

告
書
の
作
成
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
▼
ご
自

身
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
た
方
は
、
岐

阜
南
税
務
署
へ
郵
送
や
、
電
子
申
告
「
イ

ー
タ
ッ
ク
ス
」
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼

申
告
会
場
で
は
、
納
税
証
明
書
の
発
行
や

納
税
は
行
え
ま
せ
ん

TOPIC

TOPIC

TOPIC

２

３

１
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

確
定
申
告
会
場
は
２
カ
所

申
告
の
前
に
、
忘
れ
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

申
告
の
注
意
事
項
や
電
話
相
談
な
ど

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

社
会
保
険
料

控
除

▼
国
民
年
金
保
険
料
＝
支
払
証
明
書
▼
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
金
額
の
分

か
る
も
の

生
命
保
険
料

控
除

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
ま
た
は
介
護
医
療
保
険
料
の
控
除
証
明

書

地
震
保
険
料

控
除

地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

寄
附
金
控
除

寄
附
し
た
団
体
か
ら
交
付
さ
れ
た
寄
附
金
の
領
収
書
、
証
明
書
な
ど

障
害
者
控
除

▼
身
体
障
害
者
手
帳
▼
療
育
手
帳
▼
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
▼
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
福
祉
事
務
所
長
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」

医
療
費
控
除

▼
医
療
費
の
領
収
書
（
原
本
）
な
ど
▼
健
康
保
険
や
生
命
保
険
な
ど
か
ら

医
療
費
に
対
し
補
て
ん
を
受
け
て
い
る
場
合
、
金
額
の
分
か
る
書
類
な
ど

※
健
康
保
険
に
よ
っ
て
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
時
に
領
収
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
先
に
高
額
療
養
費
を
申
請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
損
控
除

▼
り
さ
い
証
明
書
▼
損
害
を
受
け
た
資
産
の
時
価
が
分
か
る
も
の
▼
災
害

関
連
支
出
の
領
収
書
な
ど

住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除

（
平
成
26
年

中
に
入
居
し

た
方
）

▼
住
民
票
（
写
し
）
▼
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証

明
書
▼
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
▼
建
築
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
家
屋

の
売
買
契
約
書
の
写
し

※
家
屋
の
増
改
築
を
し
た
方
は
、
右
記
の
書
類
に
加
え
、
建
築
確
認
通
知

書
（
写
し
）、
ま
た
は
増
改
築
等
工
事
証
明
書
も
必
要
で
す
。

※
家
屋
と
と
も
に
購
入
し
た
、
そ
の
敷
地
に
係
る
借
入
金
の
あ
る
方
は
▼

敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書
▼
敷
地
の
売
買
契
約
書
（
写
し
）
も
必
要
で
す
。

確定申告の季節です。手続きはお早めに！

鏡
島
大
橋

岐
阜
環
状
線

忠
節
橋

金
華
橋

■岐阜北高校
メモリアルセンター■明郷中学校■

マーサ21

「マーサ 21」位置図
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　小中学生が描いた、各務原の
文化財や景色。その中から選ば
れた優秀作品の絵画展を行いま
す。ぜひ、ご覧ください。
期間　

△

1 月 14 日　11:00 ～ 19
日　15:00＝産業文化センター（那
加桜町 2）

△

1 月 21 日　10:00 ～
25 日　15:00 ＝川島ライフデザ
インセンター（川島河田町）

△

1 月 27 日　10:00 ～ 2 月 4 日　
15:00 ＝中山道鵜沼宿脇本陣（鵜
沼西町 1）
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 0
58-382-5337

絵で伝えよう    わたし
の町のたからもの

日時　2 月 21 日（土）　9:00 ～
場所　総合体育館（那加太平町 2）
対象　市内在住、在勤、在学、
在籍（スポーツクラブ）の方
費用　

△

シングルス＝ 800 円△

ダブルス（1 組）＝ 1600 円（い
ずれも中学生は半額）
種目　男女シングルス、男女ダ
ブルス
申込と詳細　2 月 6 日（必着）ま
でに、市卓球協会・丹羽☎　 0
58-385-0812

市卓球選手権大会

　 学 童 保 育 室 は、
指導員のもと友達
と一緒に遊んだり、
生活したりする場
です。
対象　下校後、家庭の事情で、
子どもだけになる新 1 ～ 3 年
生の児童
備考　

△

祖父母など両親にかわ
るべき人がいる場合は入室でき
ません

△

申請書は、子育て支援
課、市ウェブサイトからもダウ
ンロードできます
申込と詳細　2 月 2 日～ 27 日

（必着）までに、申請書と父母
の就労証明書などを、子育て支
援課☎ 058-383-1555

平成 27 年度学童保
育室入室児童の受付

受付期間　1 月 15 日～ 30 日（土
日祝日を除く） の 8:30 ～ 17:15
売却物件　市ウェブサイト、市
役所 3 階管財課で配布する実施
要領をご覧ください
申込と詳細　管財課☎ 058-383-
1467

一般競争入札で
市有地を売却

雇用期間　平成 27 年 4 月 1 日～
平成 28 年 3 月 31 日（契約更新
の可能性あり）
勤務場所・内容　公立保育所（那
加中央、中屋、尾崎、鵜沼西、
蘇原保育所のいずれか）におけ
る保育業務
勤務条件　

△

勤務時間は 7:30 ～
19:00 の 間 で 7 時 間 30 分（ 休
憩 60 分、時間外勤務あり）

△

休日は、日・祝日ほか（週休
2 日制）

△

賃金は、月額 18 万
900 円

△

健康保険、厚生年金保
険、雇用保険に加入
対象　保育士免許をお持ちの方
定員　若干名（面接選考）
申込と詳細　子育て支援課☎
058-383-1252

公立保育所
臨時保育士募集

　1 月 26 日の「文化財防火デー」
にちなみ、防災訓練を行います。
1 月 26 日には市内 11 カ所で防
火査察も行います。
日時　1 月 25 日（日）　9:00 ～
10:00
場所　少林寺（那加新加納町）
対象　地元自治会、地元消防団、
女性防火クラブなど
内容　消火器やポンプ車による
消火訓練や、通報訓練など（予定）
備考　

△

少雨決行、荒天時は 2
月 1 日に延期

△

開催・延期を
当日 8:00 ～消防情報テレホン
サービス（☎ 0180-995-494）で
案内
詳細　文化財課☎ 058-383-1475

文化財防火デー
防災訓練の実施

対象　土地・家屋以外で、事業
を営むために事業用資産（構築
物、機械装置、工具、器具・備
品）を所有している方
備考　

△

事業者で申告用紙が届
いていない方、新しく資産を購
入した方、新規で事業を開始し
た方は下記へ連絡

△

申告内容が
前年と同じ、該当資産がない、廃
業したなどの場合も申告が必要
詳細　資産税課☎ 058-383-4740

償却資産の申告は
2 月 2 日までに

　58 団 体 1800
人以上のパーク
レンジャーの方
が、市内の道路・
河川・公園・広
場などの緑化や清掃、マナー指
導などをボランティアで行って
います。
　この活動を市民の皆さんに
知っていただき、さらに活動の
輪を広げていくため、パークレ
ンジャー大会を開催します。
日時　1 月 31 日（土）　14:00 ～
15:30
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　150 人（当日申込順）
内容　

△

パークレンジャー感謝
状の贈呈

△

パークレンジャー活
動報告

△

講演「正しい樹木のせ
ん定の仕方」近藤麗子・市グリー
ンドクター
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1533

第 13 回パークレン
ジャー大会

 試験日　面接   2 月12日（木）
 受付期間   1 月15 日～30 日　8:30 ～ 17:15
　　　　　　 （土・日は閉庁日のため受付できません）

               郵送の場合は 1 月 29 日（木）必着

採用予定人員　3 人
職務内容　

△

行政事務＝来客の対応、パソコン入力
業務

△

学校用務員＝市内学校で、校内外の草刈や清
掃などの維持管理業務、来客の対応、施設・設備の
管理に必要な軽易な作業、文書の印刷
対象　身体障がい者（身体障害者手帳の交付を受け
ている方）、知的障がい者（児童相談所、知的障がい
者更生相談所、精神保健福祉センター、精神保健指
定医または障害者職業センターにより知的障がいと
判定された方）、精神障がい者（精神保健福祉手帳
の交付を受けている方）で、以下の要件を満たす方△

自力で通勤ができ、介護なしに仕事ができる方

△

口頭による面接試験に対応できる方
申込用紙の交付
窓口　人事課（市役所 3 階）、市民サービスセンター

郵送　封筒の表に「申込書請求」と朱
書し、82 円切手を貼って返信先を明記
した返信用定形封筒（長形 3 号）と連
絡先を明記したものを同封し、人事課
インターネット　市ウェブサイトから受験申込書と
受験票をダウンロードしてＡ４の白紙に印刷
申込方法　
所定の申込書と受験票に必要事項を記入し、写真を
貼って、窓口持参か郵送で提出
窓口　受付期間内に人事課へ提出
郵送　封筒の表に「受験申込」と朱書し、一般書留か
簡易書留で送付。その際、82 円切手を貼り返信先を
明記した返信用定形封筒（長形 3 号）を同封
申込と詳細　〒 504-8555 那加桜町 1-69、各務原市
役所人事課☎ 058-383-1111 内線 2236

障がい者対象

市臨時職員・嘱託職員を募集

【障害者控除】　
　65 歳以上の要介護認定を受
けている方で、税法上の障がい
者に準ずる方は、障害者控除の
適用が受けられます。
　控除を受けるには「障害者控
除対象者認定書」が必要です。
認定書は、個々の日常生活自立
度などを確認して交付します。
所得税、市県民税が非課税の方、
または身体障害者手帳などをお
持ちの方で同等の控除が受けら
れる方は、この認定書は必要あ
りません。

【医療費控除】
　要介護認定を受けている方
で、確定申告でおむつ代を医療
費控除の対象とする場合、初回
は医師による「おむつ使用証明
書」が必要ですが、2 年目以降
の方はおむつ使用証明書の代わ
りに主治医意見書の「記載事項
証明書」で医療費控除を受ける
ことができます。

【共通事項】
申請　本人または家族など
持参品　印かん、本人確認でき
る書類（運転免許証、健康保険
証など）
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-1
970

要介護認定を
受けた方の税控除

日時　祝日を除く月・水・金曜
日　14:00 ～ 18:00
場所　産業文化センター 7 階相
談室（那加桜町 2）
対象　不登校、集団になじめな
いなどでお悩みの市内在住の児
童生徒または保護者
詳細　あすなろ教育支援セン
ター☎ 058-383-1487

臨床心理士による
不登校相談

　 平 成 27 年 2 月 1 日 現 在 で、
全国一斉に「2015 年世界農林
業センサス」を実施します。こ
の調査は、今後の農林業の政策
に役立てるために５年ごとに実
施される大切な調査です。
　1 月中旬以降に、調査員が農
林業を営んでいる皆さんのお宅
に伺いますので、ご回答をお願
いします。
詳 細　総務課☎ 058-383-1111
内線 2205

農林業センサスを
実施

　1 月 1 日付けで浅野清美さん
（新任）が法務大臣から人権擁

護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、いじめや差
別問題など人権に関する相談を
法務局や市役所などで受けてい
ます。相談は無料で、秘密厳守
です。お気軽にご相談ください。
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

ご相談ください
人権擁護委員

平成 26 年 12 月 23 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 699 件 － 118 件
死者 2 人 － 7 人
負傷者 926 人 － 184 人
物損事故 5004 件 － 29 件

            FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　 突 然 の 災 害 で
は、犬と離ればな
れになるかもしれ
ません。犬が迷子
になり、どこかで保護された時、
すぐに飼い主が分かるように身
元を示すものを付けましょう。
　避難所では、人の迷惑になら
ないように、むやみに吠えない、
ケージに慣らしておくなど、普
段からしつけをしましょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-3
003

犬も災害に
備えましょう

　来年度、中学校へ入学する児
童（平成 14 年 4 月 2 日～平成
15 年 4 月 1 日生まれの方）が
いる家庭に、入学通知書を１月
中にお届けします。
　入学通知書が 1 月中に届かな
い場合や、次のような場合は学
校教育課までご連絡ください。△

国立、私立の中学校、特別支
援学校などの中学部へ入学する△

住所、氏名などに誤りがある△

住所などを変更した、または
入学日までに住所などを変更す
る予定がある

△

他市町村発行の
入学通知書がある

△

病気、その
他やむを得ない理由のため、就
学猶予・免除を希望する
詳細　学校教育課☎ 058-383-1
118

中学校の
入学通知書を送付

【使ってください】
▽ ワープロ ▽ テニス

ラケット ▽ ウオーキ
ングマシン

【さがしています】

▽学習机 ▽電子ピアノ ▽蚊帳

△

押し切りハサミ
備考　12 月 4 日現在の状況
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

家庭不用品
交換銀行

【救命入門コース、ｅラーニン
グ修了者用追加講習】
日 時　2 月 22 日（ 日 ）　9:00 ～
11:00、13:00 ～ 15:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1 ）
対象　市内在住か在勤の成人
定員　20 人（申込順）
内容　心肺蘇生法、AED、気道
異物への対応
持参品　筆記用具、飲料水
備考　修了証を発行します
申込と詳細　2 月 20 日までに
電話で消防本部救急指令課☎ 0
58-382-3596

受けよう！
救命講習

【機械治具設計技術者向   CATIA 
V5】
期間　1 月 20 日～ 22 日（3 日間）
費用　3 万 2400 円

【SolidWorks 応用】
期間　1 月 22 日～ 23 日（2 日間）
費用　2 万 160 円

【AutoCAD LT 基礎・応用】
期間　1 月 21 日～ 30 日（土日
を除く、夜間 8 日間）
費用　2 万 5920 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

テクノプラザ
CAD 研修

日時　2 月 6 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方、または家族
内容　 ▽主に布をたたむ軽作業
体験 ▽就労個別相談（希望者）
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験・
就労相談

検診名 対象 内容 費用

ヤング健診 18 歳～ 39 歳（年度末
年齢）

身体測定、血液検査、尿検査、
血圧測定、心電図
便潜血検査（オプション検査）

500 円

胃がん 40 歳以上
胃部エックス線検査 1500 円
胃内視鏡検査 2500 円

大腸がん 40 歳以上 便潜血検査 500 円

子宮がん 20 歳以上の女性
（2 年に 1 回）

頸部の細胞診 1000 円

体部の細胞診（医師が必要と
認めた場合） 1500 円

前立腺がん 50 歳以上の男性 血液検査（PSA 検査） 1000 円

肝炎
ウイルス

40 歳以上で、過去に検
査を受けていない方

血液検査（B・C 型肝炎ウイ
ルス） 500 円

歯周疾患 昭和 18・28・33・38・
43・48・53・58 年生まれ 口腔内診査 300 円

実施期間　2 月 28 日まで
場所　市内指定医療機関
内容　下表のとおり
備考　職場などで
受診可能な方や各
検診対象疾患の治
療中、経過観察中
の方は対象外
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

【検診一覧】

お済みですか？
各種検診

　口座振替の申し込みをする
と、指定の口座から各納期限日
に自動的に振替納付されるた
め、納め忘れもなく大変便利で
す。ぜひご利用ください。

【口座振替の申込】
預貯金口座のある市指定の金融
機関で申し込んでください

【振替口座の変更】
取扱金融機関や引き落し口座、
口座名義人を変える場合は、「新
規」として申し込んでください

【口座振替の廃止】
口座振替の必要がなくなった場
合や、口座を解約する時は、金
融機関で廃止手続きをしてくだ
さい

【口座振替の開始】
口座振替は、申し込み月の翌々
月以降の月末納期分から開始・
変更・廃止となります。1 月中
に新規申し込みをすると、3 月
以降の月末納期分から開始され
ます
備考　

△

保育料・学童保育料、
住宅使用料、下水道事業受益者
負担金は、ゆうちょ銀行の利用
はできません

△

残高不足で口座
振替ができなかった場合は、金
融機関などで直接納めていただ
きます

△

保険料の年金天引きな
ど、口座振替をご利用できない
場合もあります

△

市税、国民健
康保険料、後期高齢者医療保険
料、介護保険料は「口座振替は
がき」による申し込みも可能で
す。ただし、ゆうちょ銀行は利
用できません
詳細　

△

市税＝税務課☎ 058-
383-4703

△

国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

△

後期高齢者医療保険料＝医療保
険課☎ 058-383-1128

△

保育料・
学童保育料＝子育て支援課☎
058-383-1154

△

水道料金・下

市税などの納付は
口座振替で

水道使用料＝環境水道部総務課
☎ 058-383-7113

△

介護保険料
＝高齢福祉課☎ 058-383-1778△

岐阜中流用水使用料＝農政
課☎ 058-383-1129

△

下水道事
業受益者負担金＝下水道課☎
058-383-7114

△

住宅使用料＝
建築指導課☎ 058-383-1482

対象　日本国籍を有する市在住
の成人で、平日にモニター活動
が可能な方。なお、次に該当す
る方は応募できません

△

国会議
員、地方公共団体の議員、国家・
地方公務員、行政相談員

△

自衛
隊員（元隊員含む）および、そ
の家族

△

基地協力団体

△

過去に
モニターを経験している方
定員　10 人（男女各 5 人、選考）
内容　盆踊り、航空祭、基地見
学、会議への参加、アンケート
調査など
申込と詳細　2 月 27 日（消印
有効）までに封書で「住所、氏名、
ふりがな、生年月日、職業、電
話番号（固定・携帯両方）、応募
動機、何を見て応募したか」を
〒 504-8701 那加官有地無番地、
航空自衛隊岐阜基地第 2 補給処
基地渉外室（http://www.mod.go.
jp/asdf/gifu/）☎ 058-382-1101
内線 2273

岐阜基地
モニター募集

　後期高齢者医療保険料の納付
方法には、年金天引による「特
別徴収」と、納付書や口座振替
による「普通徴収」があります。
　75 歳で後期高齢者医療制度
に加入された初年度は「普通徴
収」となります。次年度以降も
普通徴収となる場合があります
ので、市役所からの通知書を確
認し、納め忘れがないようお願
いします。
　なお「普通徴収」の方で、口
座振替を希望される場合は、金
融機関で手続きが必要です。ま
た、新たに 75 歳を迎えられた
方で、今まで国民健康保険料を
口座振替で納付されていた方
も、手続きが必要ですのでご注
意ください。
詳 細　医療保険課☎ 058-383-
1128

後期高齢者医療
保険料の納付

　東京などで企業説明会が開催
されます。U・I ターンで就職を
希望する方のために、市内企業
を紹介します。
日程　

△

1 月 23 日（金）＝東京
国際フォーラム（東京都千代田
区丸の内 3-5-1）

△

2 月 5 日（木）
＝梅田センタービル（大阪市北
区 中 崎 西 2-4-12）

△
2 月 6 日

（金）＝メルパルク京都（京都市
下京区東洞院通七条下ル東塩小
路町 676-13）　いずれも 13:00
～ 16:00（12:30 ～受付）
対象　今年度 3 月卒業見込みの
学生、卒業後 3 年以内の既卒者、
一般求職者
詳細　商工振興課内市雇用・人
材育成推進協議会事務局☎ 058-
383-9912

県Ｕ・Ｉターン
合同企業説明会

日時　2 月 17 日（火）　9:30 ～
10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　事前予約が必要
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

成人健康相談
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

2 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 1 日（日）・8 日（日）・11 日（祝・
水）・15 日（日）・22 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

2 月の歯科救急当番

2 月 1 日（日）／堀田歯科☎ 058-383-4125 ／蘇原瑞穂町 5
2 月 8 日（日）／又井歯科医院☎ 058-389-4688 ／蘇原希望町 1
2 月 15 日（日）／ふかざわ歯科☎ 058-379-0321 ／鵜沼西町 1
2 月 22 日（日）／みずの歯科☎ 058-383-8118 ／蘇原吉野町 4
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　2 月 19 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 25 年2 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
116

2 歳児歯科教室

日時　 ▽ 2 月 6 日（金）＝那加・
川島・蘇原地区在住の方 ▽ 2 月
13 日（金）＝鵜沼・稲羽地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽駐車
補助あり
詳細　健康管理
課☎ 058-383-1
116

ことばの相談

【Hib 感染症】
対象　生後 2 カ月～ 4 歳 11 カ月

【小児の肺炎球菌感染症】
対象　生後 2 カ月～ 4 歳 11 カ月

【結核（BCG）】
対象　生後 11 カ月まで。標準
的な接種年齢は生後５カ月～７
カ月

【水痘】
対象　1 歳～ 4 歳 11 カ月

【ジフテリア・百日せき・ポリオ
（不活化）及び破傷風（DPT-IPV/

四種混合）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

【ジフテリア・百日せき・破傷
風（DPT/ 三種混合）】
対象　生後 3 カ月～７歳 5 カ月

（四種混合を接種の方は除く）
【ポリオ（不活化）】

対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月
（四種混合を接種の方は除く）
【麻しん・風しん】

対 象　 ▽ 第 1 期 ＝ 1 歳 ～ 1 歳
11 カ月 ▽ 第 2 期＝小学校就学
前の 1 年間（年長児）

【日本脳炎】
対象　3 歳～ 7 歳 5 カ月

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
対 象　 小 学 6 年 生。 小 学 6 年
生時未接種者（12 歳）の方で
接種希望の方は健康管理課へご
相談ください。

【ヒトパピローマウイルス感染症】
対象　中学 1 年生（13 歳相当）～
高校 1 年生（16 歳相当）の女子
備考　平成 25 年 6 月 14 日より
積極的勧奨の差し控え中のた
め、現在、中学１年生の方には
予診票兼接種券を郵送していま
せん。接種希望の方は健康管理
課へご連絡ください

【特例対象者の日本脳炎予防接
種について】
　平成７～ 18 年度に生まれた
方は、日本脳炎の予防接種が不

予防接種の
お知らせ

十分になっている場合がありま
す。母子健康手帳を確認し、不
足分の接種を受けて下さい。市
内指定医療機関で実施中です。
対象　 ▽ 1 期＝特例対象者（平
成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4
月 1 日生まれ） ▽ 2 期＝ 9 歳
以上の特例対象者
備考　 ▽積極的勧奨を差し控え
たことで接種ができなかった特
例対象者の方は、1 期不足分（1
～ 3 回）が接種可能です。9 歳
以上の方は、1 期完了後、2 期
接種も可能です。接種希望の方
は指定医療機関に予約し、予診
票兼接種券と母子健康手帳を持
参し接種してください ▽予診票
兼接種券のない方は、母子健康
手帳を持参し健康管理課へ（た
だし、13 歳以上の方の予診票
兼接種券、2 期予診票兼接種券
は指定医療機関にあります）

【共通事項】
備考　

△

市内指定医療機関で予
約をしてください

△

定期の予防
接種には、原則保護者の同伴が
必要です。やむをえず親族など
が同伴する場合は、同伴者の同
意をもって保護者の
同意とする旨の委任
状の提出が必要です

（ 日 本 脳 炎 の 13 歳
以上の方の接種は同
伴しない場合も接種
できます）
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
115

日時　2 月 26 日（木）　9:30 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　分娩予定日が平成 27 年
5 月 1 日～ 6 月 30 日の妊婦
内容　赤ちゃんの特徴と抱っ
この体験、赤ちゃ
んとの生活イメー
ジ、育児相談窓口
の紹介、グループ
ワーク
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、マタニティ広場Ⅰで配布し
た資料（参加者のみ）
備考　 ▽ 夫の参加も可能です ▽

動きやすい服装で参加してくだ
さい ▽駐車補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティー広場Ⅱ

日時　2 月 12 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那
加桜町 2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健
所 健 康 増 進 課 ☎ 058-
380-3004

精神科医による
こころの健康相談

日時　1 月 30 日（金）　14:00 ～
16:00
場所　北方町保健センター（本
巣郡北方町高屋石末 1-10）
対象　うつ病療養者の家族
内容　

△

学習会「うつ病の正し
い理解と家族の接し方」後藤晶
宏・岐阜病院精神科認定看護師△

家族交流会
申込と詳細　1 月 26 日までに
岐阜保健所健康増進課☎ 058-
380-3004

岐阜保健所
うつ病者家族教室

　市医師会が認定した相談医に
無料で相談ができます。
日時　2 月19 日（木）　13:30 ～
14:30（15 分程度）
場所　東海中央病院 1 階（蘇原
東島町 4）
対象　原則、認知症の心配があ
る方の家族で主治医がいない方
定員　4 人（申込順）
申込と詳細　1 月 30 日までに
高齢福祉課☎ 058-383-1779

もの忘れよろず
相談

日時　2 月 12 日（木）　10:00 ～
11:30
場所　東海中央病院 1 階（蘇原
東島町 4）
内容　生活習慣病などの予防や
健診・予防接種の紹介など
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
116

健康福祉相談

日時　2 月 12 日（木）　10:00 ～
11:00
場所　東海中央病院 3 階会議室

（蘇原東島町 4）
講師　市医療保険課職員
内容　国保の高額療養費のしく
みについて
備考　講座後、個別相談の時間
があります
詳細　医療保険課☎ 058-383-1
099

第 3 回
健康福祉講座　赤ちゃんの成長を、自分の目

で確認してみませんか。
期日 　2 月 25 日（水）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-1
116

のびのび測定
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カルチャー カルチャー

B
O
O
K 各図書館で「旬」の本をご紹介

「図書館展示コーナー」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 1/13・14・19・23・26、2/2・9・12・16 ～ 20・23

■中央図書館　 ▽「冬の本展」＝ 2 月 15 日まで ▽「防
災・ボランティアの本展」＝1月 15 日～ 3 月 11 日
■川島ほんの家　「冬をのりきる 冬を楽しむ」＝2月
15 日まで
■中央ライフデザインセンター図書室　「日本の歴
史」＝ 1 月 24 日～ 2 月 19 日
■もりの本やさん　 ▽「冬の
えほん」・「冬の生活に役立つ
本」・「寒い冬をあたたかく過
ごす本」・「鬼のえほん」・「災
害を考える本」＝ 1 月 24 日
～ 2 月 19 日

B
O
O
K

中央図書館
☎ 058-383-1122

おすすめ本を紹介します！
おもろい文芸部「公開ビブリオバトル」

　講座「おもろい文芸部」の受講生が、それぞれ好
きな本を持ち寄って、本を紹介する「ビブリオバト
ル」を行います。おもろい文芸部ならではの「本格
バトル」をぜひ見に来てください。
日時　2 月 8 日（日）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階 第 2・3 研修室
講師　高田浩史・市内塾講師

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

2 月の移動図書館車さつき号

〒501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日

C
U
LT
U
R
E

　3 月 31 日までの企画展「がん 古から未来へ」の開
催にあわせ「がん」についての講演会を開催します。
日時　1 月 24 日（土）　13:30 ～ 15:00
定員　300 人
内容　講演「がんの体験を通じた、がんとの向き合
い方」横山光恒・NPO 法人がんサポートセンター
副理事長

「がん」への理解を深めよう
がん体験から学ぶ「講演会」

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日

C
U
LT
U
R
E

　「屠
とりゅう

龍」や「飛
ひ え ん

燕」など数々の戦闘機を設計した
川崎重工の名設計士であり、各務原市を拠点に多く
の業績を遺した土井武夫さん。日本の航空工業の礎
を築いた 1 人としても名高い彼の生誕 110 周年を
記念した企画展を開催し、人間「土井武夫」の生涯
と、川崎航空機の歴史を、広く皆さんに紹介します。
期間　2 月 8 日（日）まで　9:30 ～
16:00
場所　博物館特設会場
内容　解説パネル、表彰状、愛
用品、機体模型の展示など
費用　入館料（大人 800 円、60
歳以上と高校生 500 円、小・中
学生 300 円）

土井武夫の生涯と川崎航空機の歴史
「土井武夫生誕 110 周年記念企画展」

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

3日
（火）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐
美神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

4 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

5 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

6 日
（金）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニティ
センター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター（13:40
～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

10 日
（火）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館

（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

11 日
（水）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町３
丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清町公
民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター※（14:20 ～）

13 日
（金）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

24 日
（火）

山の前公民館（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20
～）、つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、
中山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

25 日
（水）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（依頼募集
中）、柿沢ふれあいセンター（14:30 ～）

26 日
（木）

弓道場（9:40 ～）、東ライフデザインセンター② ※
（10:20～）、各務原区コミュニティセンター（13:30～）、

新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

27 日
（金）

三 井 山 官 舎 ② ※（9:40 ～）、 稲 羽 ふ れ あ い セ ン
ター（10:30 ～）、そはらふれあいセンターそらー
ら（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

3/3日
（火）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

A
R
T 気軽にお越しください

中央図書館 3 階市民ギャラリー

■つつじ写楽会　第 21 回写真展
期間 　1 月 24 日～ 31 日　9:00 ～ 17:00（ただし、
24 日は 12:00 ～ 16:00）
詳細　つつじ写楽会・清☎ 058-382-6921
■ハナムラ・ヒロユキ展～心の中の小さな家～
期間 　2 月 5 日～ 8 日　10:00 ～ 18:00（ただし、5
日は 10:00 ～ 17:00）
詳細　ハナムラ・ヒロユキ☎ 090-5459-5510

IN
FO 図書館「パソコン講習会」

中止のお知らせ

　「生涯学習情報かかみがはら 2014 秋号」に掲載
しました「案内文を作ってみましょう！」は実施し
ませんので、ご了承ください。

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 42 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。
　貸出に必要な「利用カー
ド」は、その場で発行可能
です。1 人 30 冊まで、約 1
カ月間借りることができま
す。ぜひ、ご利用ください。

　三つ編みの基本とアレンジを美容師さんが伝授。卒
園式・入学式はもちろんお出かけにもぴったりです。
日時　2 月 22 日（日）　10:00 ～12:00
対象　年少～小学生の子どもと保護者（2 人または
3 人で 1 組）
定員　12 組（抽選）
費用　受講料 1 組 300 円、材料費 1 組 300 円
申込　2 月 10 日（必着）までに、「講座名、住所、
参加者全員の氏名、子どもの学年、電話番号」を明
記し、メール chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp か
往復はがきで中央ライフデザインセンター（窓口申
込の場合ははがき 1 枚持参）

C
U
LT
U
R
E

親子でチャレンジ！
「かわいく変身！ヘアアレンジ講座」

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

　スマートフォンの使い方がよくわからないという
方のご質問に、高校生ボランティアがお答えします。
日時　2 月 7 日（土）　10:00 ～ 12:00（入退場自由）
申込　2 月 3 日までに、電話などで「氏名、電話番号、
スマートフォンの種類、主に質問したいこと」を中
央ライフデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

N
A
TU
R
E

　10 周年特別企画「神秘の大河～グレイトアマゾ
ン」で開催中の企画展「赤い清流」が内容を一新。
魚の分類では、スズキやナマズなどに次いで種類の
多い「カラシン」について紹介します。全種類が淡
水魚で日本を含むアジアには生息しないカラシン。
今回の企画展では、アマゾン川現地でスタッフが見
つけたさまざまなカラシンを
展示し、その魅力に迫ります。
期間　4 月 12 日（日）まで
場所　1 階特別展示スペース
費用　入館料
開館時間　9:30 ～ 17:00（土・日曜日、祝日は 18:00）
入館料　大人 1500 円、65 歳以上 1350 円（年齢を
証明するものを持参）、中・高校生 1100 円、小学
生 750 円、幼児（3 歳以上）370 円

企画展「赤い清流」第 2 弾！
「アマゾンのシンボル カラシン展」

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 1/13・2/9・3/9

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
☎ 0586-89-8200
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カルチャー カルチャー

C
U
LT
U
R
E

　ヨガで身体全体のインナーマッスルを鍛え、冬の
寒さで縮んだ身体を伸ばして、健康になりましょう。
日時　2 月 7 日（土）　9:30 ～ 10:50
場所　川島ライフデザインセンター集会室
対象　成人
定員　20 人（申込順）
費用　300 円（当日支払）
講師　馬場一子
持参品　動きやすい服装、ヨガマット、飲み物など
申込と詳細　1月17日　9:00 ～電話で、川島ライフ
デザインセンター

川島ライフデザインセンター短期講座
寒さで固まった身体に「ぽかぽかヨガ」

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

C
U
LT
U
R
E

ちくちく手縫いで
「布ナプキン作り」

　体を冷やさない効果もあると言われる布ナプキン
を手縫いします。気になる疑問にもお答えします。
日時　2 月 22 日（日）　10:00 ～ 12:00（全 3 回）
場所　川島ライフデザインセンター第 1 学習室
対象　女性
定員　15 人（申込順）
費用　600 円（当日支払・材料費含む）
講師　大矢志げ美
持参品　簡単な裁縫道具
申込と詳細　1 月 18 日　9:00 ～電話または直接、
川島ライフデザインセンター

C
U
LT
U
R
E

　春に向けて、今から何か新しいことはじめてみま
せんか。
■誰にでもできる！パソコン講座（入門編）
　電源のオン・オフや文
字入力、インターネット
の閲覧など基本操作を学
びます。初心者の方、ぜ
ひご参加ください。
日時　2 月 10 日・17 日、
24 日　いずれも火曜日
① 13:30 ～ 15:00 ② 15:30 ～ 17:00（全 3 回）
場所　西ライフデザインセンター第 2 学習室
定員　①・②各 14 人（申込順）
費用　900 円
講師　長縄勝彦・市地域情報化推進員
備考　OS はウィンドウズ 8.1
■みんなで作ろう 飾り巻き寿司
　春の雰囲気を味わえる、見た目も華やかな飾り巻
き寿司を作りましょう。
日時　2 月 10 日・24 日、3
月 3 日　いずれも火曜日
13:30 ～ 15:30（全 3 回）
場所　西ライフデザイン
センター料理室
定員　20 人（申込順）
費用　4200 円（受講料 900 円・材料費 3300 円、3
回分、講座初日に支払）
講師　苅谷里美・飾り巻き寿司マスターインストラ
クター
持参品　エプロン、三角巾、布巾、手拭きタオル、ラッ
プ、持ち帰り用パック
■アロママッサージで愛犬の健康 UP!!
　アロマオイルの選び方・使い方を知って、愛犬の
健康アップにつながる「犬のアロママッサージ」の
仕方を学びます。
日時　2 月 19 日（木）　13:30 ～ 15:30
場所　西ライフデザインセンター第 2 学習室
定員　20 人（申込順）
費用　3100 円（受講料 300 円・材料費 2800 円）
講師　安福義江・ドッグアロマセラピスト
持参品　筆記用具、バスタオル 1 枚
備考　ペットは同伴できません

西ライフデザインセンター
冬の短期講座

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

C
U
LT
U
R
E

森の恵みをあなたに
「天然木のスプーンづくり」

　森林の大切さを学び、お子さんが口にしても安心
な、間伐材を利用したスプーンを 1 つ手作りします。
日時　2 月 18 日（水）　13:30 ～ 15:30
場所　川島ライフデザインセンター第 2 学習室
対象　成人
定員　15 人（申込順）
費用　1300 円（当日支払・
材料費含む）
講師　小寺春樹
持参品　エプロン、汚れてもいい服装、彫刻刀と古
い消しゴム（持参可能な方）
申込　1 月 22 日　９:00 ～電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

S
TA
G
E

■生活発表会
日時　1 月 31 日（土）　9:00 ～ 13:00
場所　市民会館
詳細　子苑第一幼稚園☎ 058-389-2233
■生活発表会
日時　2 月 1 日（日）　① 9:30 ～ 13:00 ② 11:30 ～
15:00
場所　市民会館
詳細　子苑第二幼稚園☎ 058-383-2315
■第 19 回岐阜県民文化祭「バレエとモダンダンス
に親しむ文化のつどい」
日時　2 月 8 日（日）　15:30 ～（開場 15:00 ～）
場所　市民会館
費用　全席自由 2000 円（当日は 2500 円）
詳細　県洋舞家協会☎ 058-272-1088
■第 4 回文化部定期公演
日時　2 月 8 日（日）　13:20 ～（開場 12:50 ～）
場所　文化ホール
詳細　岐阜各務野高等学校☎ 058-370-4001

市民会館・文化ホールの
コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 509-0132 鵜沼西町 1-116-3
㊡月曜日

☎ 058-379-5055

C
U
LT
U
R
E

宿場町の風情を感じるままに
鵜沼宿を描く絵画展「華陽会」

歴史民俗資料館

　江戸時代の往時をしのばせる中山道鵜沼宿。その
景色を描いた絵画作品を展示します。
期 間　1 月 16 日 ～ 22 日　9:00 ～
17:00（22 日は 15:00 まで）
場所　中山道鵜沼宿脇本陣
詳細　華陽会・田中☎ 058-383-2960

〒504-0912那加桜町2-186　産業文化センター4 階
㊡祝日

■プロから学ぶ「おいしい珈琲の淹れ方講座」
　「雑味のない極上のコーヒー」の淹れ方を学びま
す。手作りお菓子と一緒に、素敵なひと時を過ごし
ませんか。
日時　2 月 16 日（月）　14:00 ～ 15:30
場所　西ライフデザインセンター料理室
定員　10 人（申込順）
費用　800 円（受講料 300 円・材料費 500 円）
講師　長崎隆行・コーヒー焙煎店店主

【共通事項】
申込　1 月 24 日　10:00 ～受講料を持参し、西ライ
フデザインセンター
備考　24 日の 10:00 の時点で定員を超えた場合は、
その場で抽選になります

〒 504-0914 三井東町 4-32
㊡土・日曜日・祝日

■埋蔵文化財バックヤード見学
　市内の遺跡や古墳の発掘調査で出土した土器や瓦
など、遺物の整理作業を行っているバックヤードを
ご案内します。
■土器・石器鑑定局
　個人で所蔵している土器のかけらや石器はありま
せんか。お持ちいただければ種別や年代を調べてお
答えします。
　「こんなものもあった」「ちがうかもしれないけど」
というものでも受け付けます。
■埋文学習相談室
　郷土の歴史探求のためのテーマや参考資料などに
ついてアドバイスします。

【共通事項】
日時 　平日　10:00 ～ 16:00
のうち 30 分程度
場所 　埋蔵文化財調査セン
ター
対象 　小学生以上
申込 　事前に電話で埋蔵文
化財調査センターへ予約

C
U
LT
U
R
E

埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

市内の遺跡や古墳を通じて
古代の各務原を知ろう !
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）

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

堀尾鎭章さん｜「鍋ー1グランプリ」で準グランプリを獲得

生れ育った各務原を、全国の人に知ってもらいたい。

File № 12-15                                                 

　

12
月
７
日
、
京
都
府
笠
置
町

で
行
わ
れ
た
、
第
５
回
全
国
ご

当
地
鍋
フ
ェ
ス
タ
「
鍋
―
１
グ

ラ
ン
プ
リ
」。堀
尾
さ
ん
が
会
長

を
務
め
る
「
キ
ム
チ
日
本
一
の

都
市
研
究
会
」
が
、
初
参
加
で

見
事
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し

た
。こ
の
結
果
に
堀
尾
さ
ん
は
、

「
上
位
を
狙
っ
て
い
た
が
、
ま

さ
か
準
グ
ラ
ン
プ
リ
と
は
」
と

驚
き
と
喜
び
を
隠
せ
な
い
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
来
場

者
の
投
票
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決

め
る
。
会
場
に
は
１
万
人
以
上

の
人
が
集
ま
り
、
20
団
体
が
提

供
す
る
自
慢
の
鍋
を
食
べ
比
べ

た
。
中
に
は
、
蟹
や
鴨
な
ど
豪

華
な
材
料
を
使
用
し
た
も
の
も

あ
っ
た
が
、
各
務
原
キ
ム
チ
鍋

に
も
す
ぐ
に
行
列
が
で
き
た
。

食
べ
た
人
は
、「
辛
さ
が
程
よ
く

食
べ
や
す
い
」「
野
菜
の
甘
み
が

出
て
い
る
」
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー

が
出
る
ほ
ど
大
好
評
だ
っ
た
。

　
「
常
に
で
き
た
て
を
提
供
で

き
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
」

と
大
会
を
振
り
返
る
堀
尾
会

長
。「
良
い
結
果
を
残
し
、
市

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
い
う
一
心

で
、
休
み
な
く
作
り
続
け
た
結

果
の
準
グ
ラ
ン
プ
リ
だ
っ
た
。

　

生
れ
も
育
ち
も
各
務
原
と
い

う
堀
尾
さ
ん
は
、
こ
の
街
を
全

国
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
キ
ム
チ
日
本
一
の
都
市
研

究
会
に
参
加
。
市
の
特
産
品
で

あ
る
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
各
務

原
キ
ム
チ
を
市
内
外
へ
発
信
し

て
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
各

地
を
訪
問
し
、
お
客
さ
ん
と
話

を
す
る
と
、「
各
務
原
」
が
読
め

な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
。
読
み
方

を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
県
下

１
位
の
も
の
づ
く
り
の
街
で
あ

る
こ
と
や
、
自
然
が
多
く
気
候

が
温
暖
で
住
み
や
す
い
と
い
う

市
の
魅
力
も
伝
え
て
い
る
。

　

堀
尾
さ
ん
は
、「
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
も
、
今
度
は
優
勝
し
た
い
」

と
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
。
さ
ら

に
今
後
は
、
市
内
で
キ
ム
チ
漬

け
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
地

元
を
盛
り
上
げ
る
活
動
を
考
え

て
い
る
。「
内
と
外
か
ら
、
市
を

賑
わ
せ
た
い
」
と
、
キ
ム
チ
鍋

以
上
の
熱
い
想
い
を
語
っ
た
。

HORIO Shigeaki
各務おがせ町でスーパーを営む。
少ない休みに、家族で過ごす時間
が息抜きになっている。

KIDS in Kakamigahara

犬のことをたくさん知ったよ
稲羽西小学校

「
気
軽
に
声
を
か
け
て
ね
」

子
ど
も
館
の
育
児
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
を
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
話

し
て
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な

れ
る
場
、
楽
に
な
っ
て
子
育
て

を
楽
し
む
場
と
し
て
、
育
児
相

談
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
、
ス
タ
ッ
フ

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う

　

子
育
て
応
援
隊
の
、ば
ぁ
ば
・

じ
ぃ
じ
と
、一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

体
操
し
た
り
、
歌
っ
た
り
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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乳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
！
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
し
ま

　
「
動
物
愛
護
教
室
」
で
、保
健

所
の
人
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。
犬
の
メ
イ
ち
ゃ
ん
も
来
た

の
で
、
ど
ん
な
話
な
の
か
楽
し

み
で
し
た
。

　

初
め
に
保
健
所
の
方
か
ら
話

を
聞
き
ま
し
た
。
各
務
原
市
で

は
、
６
け
ん
に
１
け
ん
は
犬
を

か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
い
ご
に
な
っ
た
犬
や
捨
て

ら
れ
た
犬
、
理
由
が
あ
っ
て
か

え
な
い
犬
が
保
健
所
に
連
れ
て

こ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、

保
健
所
で
は
、
か
い
主
を
探
し

た
り
、
新
し
い
か
い
主
を
見
つ

け
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
し
ょ

ぶ
ん
さ
れ
る
犬
も
い
る
そ
う

で
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
き
ょ
う
犬
病
の
話
も

聞
き
ま
し
た
。
日
本
で
は
予
防

を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
も
し
、

き
ょ
う
犬
病
の
犬
に
か
ま
れ
た

ら
、
ほ
と
ん
ど
助
か
ら
な
い
お

そ
ろ
し
い
病
気
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
メ
イ
ち
ゃ
ん
の
か
い

主
の
坂
本
さ
ん
に
ふ
く
し
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人

の
た
め
に
働
く
ほ
じ
ょ
犬
が
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
犬
の
メ
イ
ち
ゃ
ん

を
さ
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
し
っ
ぽ
を
ふ
ま
れ
て
も
耳

を
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
も
、
メ
イ

ち
ゃ
ん
は
全
く
お
こ
っ
た
り
せ

ず
に
お
と
な
し
く
し
て
い
た
の

で
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
に
も
考
え
ず
に
か
い
始

め
、
世
話
を
し
て
も
ら
え
な
い

犬
が
い
た
り
、
捨
て
ら
れ
た
り

す
る
犬
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
か
う
な
ら
、
き
ち
ん
と
ご

は
ん
を
あ
げ
た
り
ペ
ッ
ト
の
気

持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ペ
ッ
ト
は
か
っ
て
楽
し

む
も
の
で
は
な
く
、
大
事
な
命

だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し

た
。

　

ぼ
く
も
し
ょ
う
ら
い
犬
や
ね

こ
を
か
う
か
も
し
れ
な
い
か

ら
、
今
日
の
こ
と
を
お
ぼ
え
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

文
・
4
年   

岩
井
優
汰
さ
ん

　
「
各
務
原
市
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

は
精
神
障
が
い
者
本
人
と
、
主

に
そ
の
親
た
ち
の
会
で
す
。
家

族
に
精
神
疾
患
を
も
つ
者
た
ち

が
集
ま
り
、
同
じ
悩
み
を
語
り

合
っ
た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り

し
て
、支
え
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

精
神
疾
患
は「
統
合
失
調
症
」

な
ど
に
代
表
さ
れ
、主
に
思
春

期
や
青
年
期
に
脳
神
経
機
能
に

生
じ
る
病
気
で
す
。
し
か
し
、

誤
解
や
偏
見
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
方
々
が
日
常
生
活
や
社
会

生
活
に
支
障
を
感
じ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は「
障
が
い
を
も

つ
本
人
や
家
族
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
」と
、次
の
よ
う
な

思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
さ
さ
え
合
い
＝
同
じ
よ
う
な

悩
み
を
抱
え
た
家
族
同
士
、相

談
し
、分
か
ち
合
い
、
励
ま
し

合
っ
て
、プ
ラ
ス
思
考
で
語
り

合
お
う
！

▽
学
び
合
い
＝
心
の
病
は
周
囲

が
病
気
へ
の
理
解
を
深
め
、
偏

見
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
！

▽
自
助
努
力
＝
障
が
い
者
が
地

域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

家
族
が
中
心
に
な
っ
て
行
政
や

関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
行
こ

う
！

　

各
務
原
市
に
お
住
ま
い
の
精

神
障
が
い
者
を
抱
え
る
ご
家
族

の
皆
さ
ん
、
１
人
で
悩
ん
で
い

な
い
で
、
家
族
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
一
度
、
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
2
火
曜
日　

13

時
30
分
～
15
時
30
分　

場
所
　
総
合
福
祉
会
館
3
階
会

議
室
（
那
加
桜
町
2
）

詳
細
　
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
・
井
上

☎
０
５
８（
３
８
３
）４
６
９
８

各務原市

たんぽぽの会

せ
ん
か
。

日
程　

▽
そ
は
ら
＝
２
月
17
日

（
火
）▽
う
ぬ
ま
東
＝
23
日（
月
）

▽
か
わ
し
ま
・
さ
く
ら
＝
24
日

（
火
）▽
あ
さ
ひ
＝
26
日（
木
）　

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

2
月
の
小
学
生
チ
ェ
ス
教
室

　
初
心
者
の
子
に
も
、
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
保
護
者

の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程　

２
月
7
日
・
21
日　

い

ず
れ
も
土
曜
日　

13
時
30
分
～

15
時
30
分
（
当
日
受
付
）　

場
所　

蘇
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
階
（
蘇
原
野
口
町
1
）
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

そ
ん
な
彦
作
の
気
持
ち
な
ど
知
る
由
も
な
く

青
々
と
育
っ
て
い
た
。

「
彦
作
サ
、こ
こ
に
お
っ
た
ん
か
。
探
し
た
ぞ
」

　

驚
い
て
振
り
返
っ
た
ら
、
お
え
ん
だ
っ
た
。

「
お
ば
さ
ん
に
聞
い
た
ら
、
お
墓
だ
っ
て
い
う

か
ら
…
」

「
何
や
」

「
何
や
っ
て
、み
よ
ち
ゃ
ん
泣
い
ち
ょ
っ
た
ぞ
」

　

み
よ
の
こ
と
は
、
頭
の
片
隅
か
ら
離
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。し
か
し
、今
の
彦
作
に
は
、

も
う
ど
う
し
よ
う
も
出
来
な
か
っ
た
。
自
分

の
運
命
が
、
昨
日
か
ら
急
坂
を
転
げ
落
ち
て

行
く
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
の
だ
。― 

つ
づ
く

14

「
何
で
て
言
う
こ
た
ぁ
な
い
じ
ゃ
ろ
」

「
知
っ
と
る
ん
か
、
直
訴
の
こ
と
」

「
あ
ぁ
」

「
え
え
ん
か
、
行
っ
て
も
」

「
も
う
決
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ
。
村
の
た
め
や
」

　

彦ひ
こ
さ
く作
は
、
一
度
も
母
の
顔
を
見
な
い
ま
ま

だ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
見
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。

「
ほ
ん
な
ら
、
お
墓
へ
行
っ
て
く
る
」

　

彦
作
は
、
少
し
で
も
早
く
そ
の
場
を
離
れ

た
い
…
そ
ん
な
思
い
で
外
へ
飛
び
出
し
た
。

「
線
香
ぐ
ら
い
持
っ
て
き
ゃ
あ
」

　

ま
さ
の
声
を
背
中
で
聞
い
て
、彦
作
は
走
っ

た
。
墓
は
一
町
ば
か
り
北
へ
行
っ
た
裏
山
の

中
腹
に
あ
っ
た
。
墓
と
い
っ
て
も
丸
石
を
一

つ
置
い
た
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。

　

墓
か
ら
の
帰
り
道
、
彦
作
は
回
り
道
を
し

て
田
ん
ぼ
を
見
に
行
っ
た
。

　

父
か
ら
受
け
継
い
だ
田
ん
ぼ
が
、
も
う
二

度
と
見
れ
な
く
な
る
か
と
思
う
と
、
彦
作
は

胸
が
じ
ん
じ
ん
痛
ん
だ
。
田
ん
ぼ
の
麦
は
、

　
唐
辛
子
の
ほ
ど
よ
い
刺
激
、野
菜
の
甘
味
、

乳
酸
発
酵
に
よ
る
酸
味
・
う
ま
味
と
塩
辛
さ

が
複
雑
に
混
じ
り
合
っ
た
風
味
が
特
徴
の
キ

ム
チ
。

　
鵜
沼
朝
日
町
で
焼
肉
店
を
経
営
す
る
趙
ち
ょ
う

芳

子
さ
ん
は
、キ
ム
チ
を
作
り
続
け
て
約
45
年
。

キ
ム
チ
は
、
冬
の
寒
い
時
期
に
漬
け
始
め
、

塩
加
減
、
温
度
管
理
な
ど
、
職
人
の
長
年
の

経
験
が
不
可
欠
で
す
。
塩
漬
け
の
白
菜
に
、

絶
妙
な
加
減
で
ヤ
ン
ニ
ム
（
キ
ム
チ
の
素
と

な
る
素
材
）
を
ぬ
り
込
む
、
趙
さ
ん
の
手
の

感
触
が
伝
統
の
味
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
趙
さ
ん
が
作
る
キ
ム
チ
を
求
め
て

長
年
通
う
フ
ァ
ン
も
多
い
そ
う
。「
キ
ム
チ

は
韓
国
の
家
庭
の
味
。
皆
に
親
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
趙
さ
ん
。
職
人
の
温
か
い
想
い

が
詰
ま
っ
た
キ
ム
チ
が
、
今
日
も
私
た
ち
の

舌
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

FILE №　020

キムチ職人
（きむちしょくにん）

【これまでのあらすじ】文
ぶんせい

政 12 年（1829）。年貢増徴の危機にあった島崎村と野口村は、窮状を江戸の幕府に直接訴え出る「直
じき

訴
を

」を決定。

　　　　　　　　　　　島崎村の若者・彦
ひこさく

作は、明日に控えた江戸行きを、母「まさ」にも、幼馴染の「みよ」にも伝えられないまま…

　東ライフデザインセンター青年館で、クリスマス
スイーツを作る講座が開催されました。

【市民カメラマン：富田博道さん】
35 歳以下の方が対象の講座でした。説明にメモを
取り、実習ではレシピを見ながら、皆さん真剣な
表情でスイーツ作りに取り組んでいました。生ク
リーム、生チョコレートだけに時間との戦いでし
たが、先生のスピーディーで的確な指導のおかげ
で、皆さん完成していました。

450 年の伝統を誇る鷹狩りを体験 郷土の偉人の足跡をたどる

サンタさん、プレゼントありがとう！

ライフカレッジ「鷹匠体験」 企画展「護命僧正と古代山田寺」

保育所サンタクロース訪問短期講座「ムース オ シトロン」

　さまざまな教養や文化に触れる「ライフカレッ
ジ」の一環として、12 月 12 日、川島小学校で「鷹
狩り」を学ぶ講座が開催されました。
　講座では岐阜市の鷹匠、伏屋典昭さんを講師に、
鷹を人の手から手へと飛ばす「渡り」などの訓練
を披露しました。川島小の児童約320人も参加し、
実際に鷹を手に乗せる体験をした 5年生の小原
優佑さんは、「近くで見た鷹はすごい迫力でした」
と、興奮した表情で話していました。

　各務原出身で、奈良～平安時代の高僧、護
ごみょう

命。
当時、仏教界の中心人物として活躍した彼の偉業
をたどる企画展が、2月 11 日まで中央図書館で
開催されています。
　展示では、護命の生涯をさまざまな文献や資料
で紐解くほか、同時代の各務原の古代寺院「山

さんでん

田
寺
じ

」を紹介。寺跡から出土した瓦や土器、また国
の重要文化財である金属碗などが展示され、来場
者は古代の各務原に思いをはせていました。

　「北極から、魔法のトナカイでやって来たよ！」
今年も、市内保育所にサンタクロースが登場。子
どもたちにプレゼントと笑顔を届けました。
　「サンタの息子」に扮するのは、市国際交流員
のトム・ジェラードさん。子どもたちは「煙突の
ない家に、どうやって入るの？」などサンタさん
に質問したり、クリスマスソングをバックに一緒
に踊ったりと、楽しいひとときを過ごしました。

（12 月 11 日・那加中央保育所）

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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この作品は、ハワイで結婚式を挙げた姪をお祝いするた

めに作りました。大変だったのは、ドレスに合う小さな

飾りを見つけること。自分のアクセサリーをほどいたり、

ネイル用に使うビーズを利用したりと、工夫しました。

結婚式当日は、姪がとても喜んでくれて、私にとっても

大切な思い出の作品になりました。

ウエディングドール
「ハワイウエディング」

日浦和美さん
（尾崎北町）

CITY
GALLERY

一針一針に思いを込めて

マイペースなお兄ちゃんにやんちゃな弟。

2人とも、強く優しく元気に育ってね。

（康隆さん・貴代さん、川島松原町）

弟思いの優しいお姉ちゃんと、天真爛漫な弟。

これからも2人仲良く健やかに育ってね。

（晴太郎さん・真里さん、那加新田町）

髙橋　勇
ゆう

翔
と

ちゃん（H22.4.17 生）

　　　篤
あつ

生
き

ちゃん（H25.2.14 生）

栗田　早
さ

莉
り

亜
あ

ちゃん（H22.1.6 生）

　　　楓
ふう

成
せい

ちゃん（H25.7.6 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8534 人（男　7万 3365 人・女　7万 5169 人）

世帯｜ 5万 7153 世帯　　　　　　平成 26 年 12 月 1日現在
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